
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １年生、２年生と着実に歩みを進めてきました。この２年間の歩みをさらに発展させる３年生となるこ

とを期待しています。これまで通りではなく、変化を恐れずに挑戦していける学年にしていきましょう。

学校の主役は生徒です。このことを忘れずに、今年度も教職員一同、保護者の皆さまと力を合わせて頑張ります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～たけのこ学年最終章～ 
 いよいよ３年生となりました。『中学校生活最後の』１年間です。１年生のスタート時に掲げた「たけのこ学

年」という名称。そこには、学年カラーの緑と私たちの願いを込めました。ここでもう一度どのような願いを込

めたかを確認したいと思います。 

 

 
『たけのこ学年』 

た：正しく･･･何事にも正しく取り組む。 

け：健気に･･･心がけがよく、しっかりしている。困難なことに立ち向かっていく。勇ましく気丈。健康である。 

の：伸びやかな･･･心が穏やかで生き生きしている。 

こ：個性あふれる･･･一人一人の個性を分かり合い、輝かせ合える。 

 

 

 

◆３年間を見通した指導 

１年生：地面から姿を現していない竹の幹であるたけのこ。栄養を蓄え、地面の中で育ち少しずつ顔を出す。 

→新たなことをたくさん吸収し、様々な経験の中で成長の土台を整えていく。（生活・学習） 

２年生：たけのこから脱皮し、竹になる。背が伸びていく成長スピードと勢いはすごい。 

→一日で１ｍも伸びるという竹のように、２年生が“なかだるみ”ではなく、一日一日が 

成長の日々に。 

３年生：大きく育った竹は硬くて、しなかやである。竹林のような美しさと強さを兼ね備えた集団に。 

→受験に一人一人が自信をもち、力強く挑戦し、“中学校生活最後”の“全て”を楽しめる集団に。 
 

卒業後の未来：竹で作られたものはとても丈夫で日常生活の中で多くのものに使われていた。 

→卒業後の未来に社会で一人一人が活躍する未来になることに願いを込めて。 

 

 

 

◆大人（教員）の立ち位置 → 『節(節目)』を多く作る役割 

竹には多くの『節』がある。竹はこの節がなければ強く丈夫に保てない。 

そして、この節の数だけ、節ごとに伸びていく。多くの節を作るような働きかけ。強い節を作るような接し方。 

 

 

 

練馬区立石神井西中学校 

令和８年度 第３学年（みどり学年） 

第３号 令和８年 ４月１０日（金） 

た正しく け健気に の伸びやかな こ個性あふれる 学年 

最後の１年間を楽しむために、たけのこ学年のモチ

ーフみたいなものを作成してみました。下部のたけ

のこのイラストが様々なものに変化しながら登場し

ますので、楽しみにしていてください。 
 

遊び心を忘れずに、やるときはやる、楽しむときは徹

底的に楽しむ、そんなメリハリのある一年間を皆で

築いていきましょう。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定 時間割は変更になることもあります。毎日、翌日の予定を確認しましょう。 

提出物は早めの提出にご協力ください。 

日 付 内容 日 付 内容 

4/13(月) 
６時間授業 朝礼（８：２０登校目安） 

 
4/20(月) 

６時間授業 生徒会朝礼（８：２０登校目安） 

4/14(火) 
６時間授業 

個人写真撮影 
4/21(火) 

６時間授業 

全国学力調査（英語）⑤⑥校時 

4/15(水) 
５時間授業 

各種委員会 
4/22(水) 

５時間授業  職員会議 

腎臓検診   

4/16(木) 
６時間授業  

中央委員会 
4/23(木) 

６時間授業   

全国学力調査（国・数） ①②校時 

4/17(金) 
６時間授業   

歯科検診  避難訓練 
4/24(金) 

４時間授業  

３年生保護者会 

4/18(土) 
休業日 

4/25(土) 
休業日 

 

Ａ組 

Ｂ組 Ｃ組 

Ｄ組 
Ｅ組 


